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このたびの熊本地震で被災された皆さま、プラティープ財団及びクロントイスラム住民

一同心からお見舞い申し上げます。相次ぐ大きな揺れに多くの尊い命と家屋が奪われただ

けでなく、今も余震が続く中で不安な日々をお過ごしであることに大変心を痛めておりま

す。私どももささやかですが、5 月の奨学金の授与式に合わせて、子どもたちも一緒に義援

金の募金活動を行いました。 

日本は地震が多い国であるのはよく承知しておりますが、5 年前の東日本大震災で被災さ

れた方々の中には今も 5 万人以上が仮設住宅での生活を余儀なくされているとうかがって

います。どうか日本の被災者の皆様の一日も早い復興を心より願っております。ところでタ

イでは、一年で最も暑い 3 月から 5 月にかけて摂氏 43 度にまで達し、各地で深刻な水不足

にさいなまれました。私どもが開設している「生き直しの学校」チュンポーン校とカンチャ

ナブリ校でも、子どもたちは利用できる水が制限され、アブラヤシなどの農園ではため池の

水も底をつき、100 本もの樹木が枯れてしまう事態に見舞われました。 

しかし、苦しみも悲しみも自然の原理と同じで、やがて明るい光が差し込みます。6 月に

入って、タイもようやく雨季を迎えました。財団ではこれを機に、タイ国南部チュンポーン

県の山中にある「生き直しの学校」で、より確かな水源の確保を目ざして貯水池増設工事を

始めております。奨学金をいただいた幼稚園児から大学生に至る子どもたち、青年たちも５

月から始まった新学期に元気よく通っています。 

こうした喜びに満ちた活動のすべてが、皆さま方のご支援のたまものです。心より厚く御

礼申し上げます。 

                                                 ドゥアン・プラティープ財団創設者 

                               

         

                          プラティープ・ウンソンタム・秦 

東日本、熊本と相次ぐ被災者の皆さま 

一日も早い復興を心より願っております 
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「奨学金があればこそ、ここまで学び、 生きてこれました」 

～新年度の奨学金授与式と熊本地震義援金募金を同時開催～ 

 

  

 ドゥアン・プラティープ財団では 5 月 12 日、今年

度の奨学金授与式と日本で起きた熊本地震の被災者

に届ける義援金の募金活動を同時開催しました。 

 日本をはじめ多くの国々の皆さまに「教育里親」

になっていただき、スラムの子どもたちに奨学金を

支給する事業は、1978 年の財団設立以来 38 年目を

迎えています。今年は幼稚園児から大学生まで約

2,000 人の子どもと青少年に支給することが出来、設立以来の延べ支援者数は    

203,203 人に達しました。授与式では、主賓のキティラット元副首相らから奨学生代表

200 人に励ましの言葉と共に奨学金が手渡されました。 

 続いて奨学生を代表して大学生二人と社会人一人が感謝の言葉を披露。3 人ともスラムで

生まれ、幼稚園児の時から支援を受け続けており、「財団のこの奨学金がなかったら、今の

自分はない」と言います。パタナーシン・カレッジ芸術学部の 1 年生になったピアミン君は

両親の離婚後、母の手一つで育てられ、アルバイトをしながら家計を支え、今はタイの伝統

舞踊の踊り手になるのを目標にしています。 

  生後間もなくから難聴児として育ったソムポン君は、懸命に努力して相手の口元を見て

話しを理解出来るようになりました。バトミントンが得意で、今年、タイの名門タマサート

大学体育学部に合格。「コーチにまでなれるよう、練習に励みます」と決意を披露しました。 

ラチャパット大学経営学部を卒業後、タイではまだ少ないペットの美容師の職に就いたサ

クンラットさん（25）は「生まれる場所や親は、

私たちには選べない。でも、どのように生きて行

くかは、しっかり学べば自分で選ぶことが出来る。

奨学金は、その大きな支えです」と後輩たちを励

ましました。 

一方、熊本地震については、全員で 1 分間の黙と

うを捧げた後、プラティープ事務局長が「教育里

親になっていただいている皆さんが、熊本や大分をはじめ日本全国に大勢いらっしゃる。長

年にわたるご支援への感謝の気持ちを、たとえわずかでも届けましょう」と呼びかけ、奨学

生たちが募金箱を持って会場を回り義援金を募りました。奨学生たちも 10 バーツ、20 バー

ツ（1 バーツ＝約 3.3 円）と出し合い、来賓や住民代表、保護者の方たちからの分も合わせ

てこの日だけで約 20,000 バーツ（66,000 円）が集まりました。財団ではさらに募金活動を

続けて、熊本で被災者の救援活動に尽力しているボランティア団体に届ける予定です。 
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クロントイスラムの中心部にあるドゥアン・プ

ラティープ財団の一室に、6 月 1 日、パソコンとプ

リンター10 セットを揃えた“Friend of Children 

Center”（子どもたちの友だちセンター）が完成し、

贈り主のオランダ・KLM 航空の乗務員と地上勤務

員で作るボランティア団体“Wings of Support 

Foundation”（支援の翼財団）の代表を招いて開設

式が行われました。 

なぜパソコンルームが必要だったのか？その理由は 4 年ほど前にさかのぼります。 

プラティープ財団では現在、日本をはじめとする国々の教育里親のご支援で約 2,000 名のスラムの子ど

もたちに奨学金を支給していますが、奨学生の中から落第すれすれになったり、さぼったり、さらには不

登校になってしまう中学生らが相次ぎました。これは一体、どうしたことか。財団で調査した結果、大き

な原因の一つに家に帰っても自宅にパソコンがないため、学校で出されたパソコンを使う宿題やレポート

を提出できずに悩んでいることが分かりました。 

  タイでもパソコンの普及はめざましく多くの家庭にありますが、クロントイスラムで暮らす貧しい家々

では 10％以下しかパソコンはないと推計されています。完成した部屋はこれから毎日、学校が終わる午後

3 時半から午後 7 時までオープンし、奨学生はもちろん、誰でも利用でき、財団職員が指導にあたります。 

   支援の翼財団のロン・ウエン・ワッテンドン代表（64）は「このセンターを可能にしたのは、プラティ

ープさんをはじめとするクロントイのコミュニティの長年の努力が、私たちもささやかな協力をしようと

思わせてくれたからです。どんどん活用して下さい」と中学生たちを励ましました。またプラティープさ

んは「学びたくても学べないまま大人になってしまうと、なかなか安定した仕事には就けない厳しい現実

があります。でも子どもの時にしっかり学び続ければ、自分の力で自分の人生の道をひらいてゆくことが

きっと出来ます」と感謝と励ましの言葉を述べました。  

 

 

  

 

   

スラムで生まれ、スラムで学び、様々な分野でスラムの改善に努

力している若者たちに与えられる「模範青年賞」を受賞した 9 人

が 4 月 5 日、タイ王室に招かれ、ウボンラット妃から激励されま

した。「模範青年賞」は８年前、若者たちの育成と活躍を願ってド

ゥアン・プラティープ財団が創設した賞で、ウボンラット妃の奨

励事業にも指定されており、タイ証券取引所も支援していま す。

今年は①教育②地域開発③さまざまな困難を抱えている人々へ

の支援活動の 3 部門から男女 9 人が表彰されました。  

 ウボンラット妃は一人ひとりに活動内容などを質問されたり、励ましの言葉を贈られ、同行したプラテ

ィープ・ウンソンタム・秦さんが「若者たちが意欲を持ってがんばってくれれば、地域も生き生きとした

活動の場になってゆきます」と感謝の言葉を述べました。 

「これでやっと、パソコンで宿題が出来る！」 

～“Friend  of Children Center”がオープン～ 

 

  

 

タイ王室ウボンラット妃が 

スラムで活躍する若者たちを激励 
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佐渡島日本国大使がクロントイスラムを初訪問 

子どもたちと困難な暮らしをする住民たちを激励 

 

在タイ日本国大使館の佐渡島志郎・特命全権大使が 

3 月 13 日 、ドゥアン・プラティープ財団とクロント

イスラムを訪問されました。佐渡島大使は昨年４月に

着任されましたが、クロント イを訪れられたのは初

めてです。  

  この日は日曜日とあって佐渡島大使も軽装で来ら

れましたが、 待ち受けていた子どもたちと一緒に    

なって 人形劇用の人形をあやつられ、あっと言う間に場が盛り上がりま した。この人形劇

は「お話しキャラバン」と名付けている財団の 人形劇団で、創作童話やおとぎ話などを演

じて、子どもたちに本 を読む楽しさや交通事故の危険さを伝えています。この日はリーダ

ーのシャープ青年が観客の子どもたちも次々登場させて、佐渡島大使と 一緒ににぎやかで

楽しいひと時を過ごしました。  

    この後、サンティ・ハティラット財団理事長の案内で、財団の 支援を受けながら暮ら

しているスラム内の 4 軒の家庭を訪問。病気で寝たきりの人や高齢のお婆さん、障がいを   

持った子 を持つ家庭のお母さんたちを訪ねましたが、佐渡島大使は一人ひとりに丁寧なね

ぎらいと励ましの言葉をかけられ、皆、とても喜んでいました。    

  

 

   

  

 

    長年、ドゥアン・プラティープ財団を支援している日本の健康食品販売会社フォーエバ

ーリビングプロダクツ社は、スラムで火災が発生した際に消火や人命救助にあたっている

財団のクロントイ消防・救急隊と人形劇団「お話しキャラバン」に計 100 万円を支援する

ことになり、6 月初め、まず緊急出動用のオートバイ１台がお目見えしました。 

 クロントイをはじめとする首都圏のスラムでは、プラティープ財団をはじめとする NGO

や住民組織の努力でずいぶん環境が整備されて来ましたが、それでも狭い路地が複雑に入

り組んでいる所が多く、消防車も近づけない状況が続いています。財団の消防・救急隊は 20

年以上にわたって消火と住民の救出や避難の誘導にあたって来ましたが、一段と迅速に活

動を進めるためにオートバイを切望していました。携帯す

る消火器や照明灯も揃えることが出来、今後の活躍が期待

されています。 

 一方、お話しキャラバンは、子どもたちに南国に多いマラ

リアやデング熱の予防にもっと関心を持ってもらうために

新作の創作童話づくりを進めており、演じる人形たちも手

作りで準備を進めています。 

 

 

日本のフォーエバーリビングプロダクツ社が 

緊急消火・救援用のオートバイをプレゼント 
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 タイ国内で牛乳やヨーグルトを生産・販売している日系企業「CP 明治」の社員代表約

150 人が 6 月 6 日、ドゥアン・プラティープ財団を訪れて文具品などをどっさりプレゼン

トし、園児たちと一緒に楽しい半日を過ごしました。 

一行は松井タモツ同社副社長とマネージング・ダイレクタ

ーのスチャリット・マイヤラープ氏、そして同社の従業員約

1,000 人を代表する男女中堅幹部の皆さん。CP 明治は   

1989 年、タイ国有数の食品メーカーCP グループと日本の

明治（当時は明治乳業）の共同出資で設立。毎年一回、厳し

い状況下で子どもたちの教育や社会福祉の向上に努めてい

る現場を訪ねて、自社製品や絵本、文具品、お菓子などを

プレゼントしており、今年初めてクロントイスラムを訪

れました。 

   一行は園児たちと一緒にゲームをしたり、お昼ご飯も

園児たちにプレゼント。また、未だに下水が完備していな

いスラムの厳しい生活環境などを視察後、高利貸しから法

外な利息を取られないために財団の努力で開設した信用組合を訪ねて住民たちが置かれて

いる実状を学びました。 

 

 

 

 

 

 

  タイにあるベルギー系企業の「サイアム・ソルベイ財団」は 6 月 13 日、ドゥアン・プラ

ティープ財団を通してタイ国最南東部のラヨン県にある学校の子どもたちに交通安全用の

ヘルメット 1,350 個をプレゼントしました。 

タイは首都バンコクはもちろん、地方の町々でも車の往来が激しい上にその隙間をたく

さんのオートバイが走り抜けるため、登下校する子どもたちはいつも危険にさらされ続け

ています。しかし、ヘルメットを持っている子どもたちは少ない

ため、建設・発電事業等を行っているサイアム・ソルベイ社の福

祉財団がプラティープ財団と相談の上、ヘルメットの支給を行う

ことになりました。  

     支給式にはベルギーの駐タイ大使であるマーク・ミッチェル

セン氏とソムサク・ラヨン県知事が出席し、プラティープさんと一緒に子どもたちに真新し

い白いヘルメットを手渡しました。またプラティープ財団の人形劇団「お話しキャラバン」

が、交通事故から身を守る方法を分かりやすく、楽しく演じて子どもたちは大喜びでした。 

「ミルク、お菓子、絵本をどっさりありがとう！」 

～日系企業・CP 明治がプラティープ幼稚園を訪問～ 

 

ベルギーの企業財団が 

子どもたちにヘルメットをプレゼント 
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    ニックネームは「ミン」と呼ばれるチョンティチャーさんは、幼

稚園の時から奨学金を受けている高校２年生の娘です。中学１年の時、

父が家族を見棄てて出て行ったため、母が「カノム・ブアン」という

タイ風のクレープを作って生計を立てて来ました。しかし、収入は一

日 300～400 バーツ（約 1,000 円～1,300 円）ほどで、    ミンさんと

弟を抱えての暮らしは不安定な状態におちいり、母が涙をこぼしてい

る姿をしばしば目のあたりにすることになりました。 

   ミンさんは子ども心に母の苦労は分かったものの、母が夜遅くまで働きに出て子ども達

と過ごす時間がなくなったため、それまで頑張っていた勉強への興味を失い、遊び仲間とい

る時間ばかり増えて試験に合格できず、卒業が危ぶまれる事態となりました。 

    ドゥアン・プラティープ財団の教育里親部では、母親や学校の先生たちと協力して、ミ

ンの寂しかった気持ちに精一杯理解を示した上で、教育が彼女自身と家族の将来につなが

ること、またたとえ中卒でも職業選択に役立つ資格を無駄にしてはいけないと励まし続け

ました。大人達が自分に向き合ってくれているその姿と励ましの言葉は、ミンさんの心に強

く響きました。母親を悲しませていたことを後悔し、再び勉強に励み、無事中学校を卒業し

て高等専門学校へ進みました。 

   しかし、高校 2 年になると、身寄りのない母方の祖母と二人の甥と姪の面倒まで見なけ

ればならなくなり、病気がちな祖母の薬代や通院費もかかるため、ミンさんは勤め先のおも

ちゃ屋でもっと働けるようにと今年、日曜日だけ授業を受ける定時制高校に転入しました。

「みんなが見守ってくれています。卒業後は大学にも進学し、いい仕事に就いて、大好きな

お母さんや自分を支えてくれた人達に恩返ししたい」 

 ミンさんは笑顔で、そう語ります。 

 

ドゥアン・プラティープ財団 

The Duang Prateep Foundation Lock6, Art-Narong 

Road,  

Klong Toey, Bangkok 10110 Thailand  

Fax : 001-66-(0)-2249-5254  

Tel : 001-66-(0)-2249-3553,(0)-2249-4880  

E-mail: duangprateepf@gmail.com  

ホームページ:http://jp.dpf.or.th  

銀行口座：三井住友銀行バンコク支店 

口座名：The Duang Prateep Foundation  

口座番号：２０４１１５９４２１ 

 送金の際はご住所、お名前、ご送金の目的等 を当財団

国際部までご連絡下さいますようお 願い申し上げます。 

 

奨学生紹介 

「母を支え、働きながら学び続けます」 

チョンティチャー・ポートーンさん 定時制高校２年 


